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１．研究成果の概要 

本研究の目的は、有機給食（オーガニック給食）を軸にしたまちづくりに取り組む実践の事例分析をつうじ

て、その意義と可能性を検討することにある。 

近年、有機給食に大きな関心が集まり、導入する自治体が増加している。その導入プロセスは行政主導によ

る「トップダウン型」、市民主導による「ボトムアップ型」など多様だが、その内実は両者の共鳴によって相乗

効果を示しながら進展している。 

2021 年 5 月に農林水産省が「みどりの食料システム戦略」を策定し、日本でも本格的に有機農業を推進す

る時代に入った。その柱として「オーガニックビレッジ事業」があり、これは有機農業を軸にしたローカル・

フードシステムの構築がひとつの目的である。その中で、学校給食への有機農産物の導入も明確に位置付けら

れている。 

そこで本研究では、有機給食を軸にしたまちづくりの取り組みに注目したい。具体的には、有機給食の導入

プロセスを分析し、多様な主体の連携がどのように構築されているのか、食農教育など社会的な機能の発揮に

どのようにつなげているのかなどを考察し、その意義と可能性を検討する。 

 

２．著書・論文・学会発表等 

【論文（査読あり）】 

・「コモンズとしての都市農業：耕す市民の広がりに焦点を当てて」靍理恵子、牧野厚史編『農山村イノベーシ

ョン：「ポスト農業時代」の農の活かし方』農山漁村文化協会、pp.151-193、2024 年 

 

【著書・論文（査読なし）】 

・「持続可能なフードシステムと食品ロス削減」北澤裕明、安藤泰雅監修『食品ロス削減に向けたロングライ

フ化技術』NTS、pp.263-276、2024 年（依頼あり） 

・「オルタナティブ・フードシステムの現在地」『季刊 社会運動』455 号、一般社団法人市民セクター政策機

構、pp.88-97、2024 年（依頼あり） 

・「有機農業への新規参入：現状と定着に向けた課題《1》」『週刊農林』2570 号、株式会社農林出版社、pp.4-

5、2025 年（依頼あり） 

・「有機農業への新規参入者が育つ：埼玉県を事例に《2》」『週刊農林』2573 号、株式会社農林出版社、pp.6-

7、2025 年（依頼あり） 

 

 

 



【その他】 

・「なぜ、都市に『農』が必要か」『消費者リポート』No.1683、NPO 法人日本消費者連盟、p.14、2024 年（依

頼あり） 

・「生活クラブ神奈川『生活クラブ・みんなの農園』」『消費者リポート』No.1684、日本消費者連盟、p.14、2024

年（依頼あり） 

・「オーガニックビレッジ さらなる拡大を」2024 年 11 月 13 日付農業共済新聞（依頼あり） 

・「慣行農業から有機農業、アグロエコロジーへ：持続可能な社会を支える持続可能な農業の実現」（座談会）

秋山豊＋小口広太＋三好智子＋村本穣司＋秋津元輝＋松平尚也、季刊『農業と経済』90 巻 4 号、英明企画

編集、pp.26-50、2025 年（依頼あり） 

・「みんなで楽しく『農的コモンズ』をつくる」『消費者リポート』No.1690、日本消費者連盟、p.14（依頼あ

り） 

 

【学会発表等】 

・日本都市社会学会 第 42 回大会テーマ部会「都市社会学とフードスタディズのクロスロード」第 2 報告「都

市農業と「フード／食」のつながりを再考する」（依頼あり） 

・日本農村生活学会大会 第 72 回大会 シンポジウム「これからの都市農業」第 1 報告「都市農業の可能性と

未来：その論点整理と課題」（依頼あり） 

・日本有機農業学会 第 25 回大会 全体セッション 座長解題「有機農業の社会的使命とは何か Part1：「地域」

の視点で考える」（依頼あり） 

 

３．主な経費 

調査研究の取りまとめを行うため、関連書籍や雑誌、文具の購入などに使用した。 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

・日本有機農業学会副会長、理事、研究活動委員会委員長 

・第 72 回日本農村生活研究大会（日本農村生活学会）実行委員 

・第 25 回日本有機農業学会大会実行委員 

・農林水産政策研究所令和 6 年度連携研究スキームによる研究委託事業「我が国の持続的で多様な農業に関す

る研究」共同研究者 

・千葉県農林公共事業評価審議会委員 

・令和 6 年度農林水産省有機農産物安定供給体制構築事業に係る事業検討委員 

・令和 6 年度長野県有機農業企画委員 

・一般財団法人都市農山漁村交流活性化機構 地産地消オピニオン会議コアメンバー 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 

 


